
介

第
二
牽
賜
巻
　
第
〔
懲
號

…
九
瓢

　
鱗
民
の
聞
に
存
す
る
見
え
ざ
る
葡
承
聲
肖
な
聯
結
（
§
剛
蔓
y
剛
ρ
費
o
o
驚
冨

蓉
鼠
を
蒙
謡
O
舜
＝
指
璽
O
と
し
て
電
壽
縄
す
る
糞
ユ
無
ぎ
識
驚
の
原
譜
、
そ
し

て
之
盤
・
を
擁
、
磁
な
ら
し
む
る
慮
の
入
魂
費
動
の
最
濃
．
瓢
遠
因
た
る
◇
認
藁
の

原
瑚
、
之
μ
，
寄
は
從
來
の
鋼
人
辻
義
島
原
．
＋
論
に
窯
つ
O
鶯
醇
8
羅
畠
に
代
る
燐

な
ω
鷲
鴎
露
鐵
⇔
費
き
。
欝
畷
の
賞
現
を
珂
能
な
ら
し
む
る
庭
の
嬉
の
饗
あ
る
Q

　
こ
の
捺
な
睡
轡
の
戦
ム
賀
性
と
温
息
の
理
．
．
副
は
、
ふ
ッ
ソ
リ
i
轟
に
於
て
・
も

「
人
問
の
、
不
受
的
な
隅
、
が
な
そ
し
て
創
辻
駒
な
不
平
等
詮
を
以
て
敵
治
の
第

　
の
事
實
と
考
へ
る
篇
と
駅
ふ
．
日
漉
の
串
に
承
現
れ
て
み
る
賑
…
で
あ
る
。
人

聞
の
資
牲
食
纂
色
冨
。
欝
蝕
”
ヨ
。
惹
剛
讐
麺
消
燈
。
巾
ド
紘
渇
旧
観
3
霧
霧
）
を
以
て

不
…
峯
櫨
》
で
為
る
と
な
し
、
入
…
問
の
…
閃
家
へ
の
欧
、
凱
ハ
も
．
亦
不
…
干
等
的
に
評
纏
さ

る
胃
き
も
の
と
」
賦
し
、
爾
も
偶
入
が
自
．
己
否
定
に
依
っ
て
彼
の
特
殊
利
釜

の
放
楽
に
佐
っ
て
、
死
に
鉄
っ
て
さ
へ
も
彼
の
人
闘
と
し
て
の
但
値
の
存
す

る
か
の
徹
概
約
に
情
、
源
，
目
な
存
在
を
霞
窺
蜜
る
生
竃
珪
、
現
す
る
臨
．
、
蓬
良

（
ロ
薄
…
o
欝
＝
冨
戦
。
＞
を
ビ
ツ
…
ッ
ド
の
頂
、
暁
に
位
地
せ
し
め
る
鮪
就
、
邸
ち

計
答
唇
面
、
臨
既
瓦
田
、
紅
．
厨
的
、
．
婦
霊
的
、
宗
孜
的
豪
ル
が
胤
ズ
ム
が
建
鴻
眠
せ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
＜
濠
器
篇
℃
幾
等
。
が
幸
九
世
紀
の
民
烹
的
な
耽
編
組
続
の
崩
壊
の
中
に

属
し
い
駄
曾
の
形
武
を
求
め
た
時
、
構
威
せ
ら
れ
た
先
膿
晦
フ
ァ
シ
ズ
ム
も

こ
の
遁
良
の
循
環
と
熱
へ
．
昌
の
罵
．
．
、
質
的
を
・
、
卜
、
軸
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
選
鼓
（
窪
掃
）
と
慕
瓶
と
を
以
て
構
戒
原
埋
と
し
．
馬
・
に
馬
鍬
、
泳
に
飲
っ
て

遮
・
ゐ
ら
れ
た
鍵
答
昌
鱒
…
、
（
・
て
れ
は
又
》
纂
。
凱
。
障
藤
Ω
ゆ
欝
。
の
蒙
の
鉱
笹
ヨ
。
㊥

無
筆
δ
欝
管
掌
O
．
に
於
て
燈
儲
…
L
共
一
瓢
．
懇
と
し
て
貿
管
せ
ら
れ
た
）
、
纏
学
的

に
不
聖
袖
が
な
融
膏
P
漉
良
の
紘
臨
海
に
太
湖
つ
く
右
り
機
的
ピ
ラ
ミ
ツ
．
ト
形
聲
紘
こ

こ
に
毒
な
構
貌
を
鍛
て
我
礎
の
、
騨
紅
血
…
欝
さ
れ
た
。
　
男
㌶
ヨ
画
Φ
瓢
ほ
か
く
し

て
次
の
嫉
な
ム
ツ
ソ
9
…
一
の
冨
蠣
㍗
最
後
に
引
用
し
て
み
る
。
　
、
、
：
：

畷
鋤
碑
O
鍔
回
麟
騨
伴
ぽ
門
灘
南
O
騰
畿
蒜
O
甑
畷
躰
①
甑
O
灘
雛
降
O
譲
○
幣
び
警
Φ
貰
ざ
二
一
の

い
笹
の
懸
婁
C
臨
焦
毎
も
り
蟹
竃
離
洲
鉱
鴎
。
戦
ヨ
O
鳩
い
画
σ
①
諦
》
♂
酔
副
強
い
陣
ぴ
磁
舞
隣
o
h

酢
び
簿
．
も
弓
欝
冨
驚
爲
偽
O
｛
難
球
ぺ
館
暫
く
鶯
瓢
㌶
講
…
篇
｝
ぎ
二
一
毎
簿
り
搭
疑
念
　
ハ
8
7
①

O
繊
憲
0
鷲
尾
三
ぐ
論
人
ω
0
6
固
無
鴇
O
職
O
…
篇
O
g
ρ
織
P
Q
駿
ω
◎
跨
り
や
節
①
ド
脚
ゆ
蟹
九

腰
絵
冒
　
〔
小
～
錘
↑
n
見
）

バ
重
罪
ン
の
近
町

回
國
國
鯵“

繕
濠
認
識

もQ

n
O
偽
同
閃
懸
ω
b
門
諮
国
＝
憎
O
唱
の
一
℃
◎
綴
蹴
O
絃
二
二
荒
鳥
O
O
類
◎
ヨ
ざ

ω
母
く
醸
‘

　
巳
取
瀞
の
の
∴
盟
ー
ス
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
魂
コ
棚
チ
ヤ
；
￥
一
伯
が
九
月
八
翼
パ
ル

カ
ソ
中
疏
ヅ
リ
ツ
グ
形
威
の
爲
、
ブ
タ
ペ
ス
ト
ド
総
て
ロ
ー
マ
街
訪
れ
た
と

渋
じ
た
、
縫
顧
一
汽
隔
濠
蘭
の
麹
織
販
、
ま
今
殺
妙
な
る
動
静
・
ほ
、
如
斯
直
話
大

潜
馨
と
な
っ
て
、
海
を
離
え
た
敢
日
、
の
津
々
浦
府
に
ま
で
り
，
り
き
罷
る
世
の
中

で
あ
る
、
．
鳴
も
続
、
の
列
麟
を
勤
か
騰
る
囚
ナ
の
少
く
と
も
｝
部
を
な
せ
る
バ
・

ル
カ
ン
の
斌
扇
を
知
る
捗
は
、
猿
に
今
日
の
靴
緊
ノ
㌦
解
く
電
．
、
ぎ
な
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
は
な
か
ら
う
か
と
患
ひ
、
．
頃
．
．
眼
に
裏
年
な
本
酵
を
議
ん
で
敬
て
演
介

す
る
．
貸
と
し
た
（

　
事
實
貸
下
驚
妬
し
つ
つ
あ
る
世
罪
寓
…
瓢
入
大
筆
は
、
一
∵
丁
猟
午
溺
に
遡
っ

て
、
パ
ル
カ
ソ
な
る
名
を
導
び
玉
壷
き
闘
雫
と
に
繍
び
つ
け
て
考
へ
し
め
ず

（8澱）



に
は
羅
か
な
い
陣
横
窓
に
立
鋼
っ
て
屠
る
。
太
　
年
四
月
十
鉱
欝
本
欝
は
μ
ン
ド

ソ
に
於
て
笠
置
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
．
つ
て
、
著
表
は
既
の
パ
ル
カ
ソ
を
解
捌

す
る
爲
に
識
ぐ
れ
を
融
梅
…
威
せ
る
ゐ
ハ
ヶ
陥
凹
　
　
　
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
　
ブ
ル
ガ
リ
ヤ
、
　
ル

！
マ
　
　
…
ヤ
、
　
ユ
ー
、
纂
…
ス
ラ
ビ
ヤ
、
　
．
ギ
リ
シ
ャ
、
　
噂
ノ
ル
パ
　
縄
ヤ
　
　
ρ
ト
ル
コ
を

含
め
る
部
分
も
あ
る
）
を
凝
繋
・
げ
、
之
を
政
治
と
纏
濟
の
平
筆
よ
り
二
尊
よ

く
漣
察
し
、
第
一
次
大
蒜
以
來
最
近
に
到
る
豪
で
の
バ
ル
カ
ン
議
國
の
鋤
向

を
期
顕
す
る
と
岡
縫
．
に
、
其
の
論
議
へ
の
畿
展
を
鴛
例
に
即
し
て
解
明
せ
ん

と
試
み
た
受
賞
で
あ
る
Q

　
今
就
ハ
の
内
容
を
概
略
識
明
す
る
壌
と
す
る
。
第
一
編
に
於
い
て
は
、
先
づ

「
外
電
燈
係
と
國
際
政
治
」
と
題
し
て
欧
沸
，
諸
列
強
特
に
猫
伊
が
第
　
次
大
…
戦

機
來
無
妻
ま
で
バ
ル
カ
ン
諸
國
に
勤
し
て
如
何
な
る
態
度
を
持
し
、
且
つ
行

動
し
て
寒
た
か
を
、
年
代
記
的
に
二
期
に
分
ち
て
謹
い
て
還
る
。
印
ち
第
一

期
（
…
九
一
九
－
藁
二
年
）
に
於
て
は
、
　
一
九
三
二
年
二
月
に
…
闘
か
れ
た
る

O
騨
鴛
ヨ
銭
づ
傷
馨
O
O
鑑
韓
Φ
昌
O
O
の
失
敗
と
共
に
、
画
讃
途
上
に
あ
っ
た
パ
ル

カ
．
ソ
の
紳
就
一
が
美
く
希
豊
を
失
っ
た
事
を
就
べ
、
第
一
一
期
目
一
九
…
一
一
…
一
　
一
三

九
年
目
に
於
て
は
之
に
代
っ
て
隅
漁
区
民
漱
會
主
義
が
揮
燃
し
、
伊
太
利
の

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
共
に
悪
口
の
勢
力
を
パ
ル
カ
ソ
に
伸
ば
し
始
め
た
事
等
の
纒
緯

を
、
克
朔
に
、
旦
つ
其
の
舞
亮
を
資
に
パ
ル
カ
ソ
に
の
み
眼
一
5
ず
、
発
世
界

に
亙
っ
て
解
説
し
て
攣
る
Q
瀬
し
て
北
ハ
次
に
パ
ル
カ
ソ
六
ケ
國
の
最
近
二
十

顯
猟
年
閣
に
於
け
る
敗
治
翠
黛
其
の
他
の
狂
騰
も
各
…
漁
期
に
瀦
明
が
施
さ
れ

囲転

X
る
。
加
川
糖
川
パ
ル
カ
ソ
の
不
敏
選
一
、
孫
裂
、
繕
．
凱
は
一
難
、
傭
炉
か
生
み
山
閃
ナ
ン

の
で
あ
る
か
。
著
籍
は
之
を
黛
ッ
に
分
け
て
考
へ
て
艦
為
。
鄭
ち
、
第
　
の

咄
形
酌
影
響
と
し
て
は
、
當
焦
熱
の
海
朕
は
、
ア
ル
プ
ス
や
ピ
レ
ネ
ー
と
異
、

り
外
敵
の
侵
入
に
抗
じ
難
き
事
と
共
に
、
叉
バ
ル
カ
ン
内
部
に
於
て
は
山
國

な
る
爲
各
國
闘
の
政
治
的
統
一
に
踊
難
な
る
事
。
第
二
に
は
大
戦
以
來
如
斯

き
自
然
的
鑛
境
を
薫
観
し
て
読
了
種
混
合
の
國
家
を
蓬
つ
た
挙
。
第
三
と
し

一見

ﾙ
、
　
外
糊
隅
下
畑
志
刀
論
結
の
議
父
傭
糊
蝋
醐
に
φ
め
曜
命
爲
と
し
ド
秘
醗
胴
ワ
⇔
o
　
パ
ル
カ
ソ
の
由
丁

央
ダ
ェ
誌
一
、
7
の
流
れ
る
慮
鐵
門
を
遡
れ
げ
ハ
ン
ガ
リ
．
一
の
調
練
あ
り
、
ブ

ー
タ
ペ
ス
ト
を
過
れ
ば
ウ
イ
ー
ン
あ
り
、
更
に
王
流
マ
イ
ソ
に
於
て
は
蓮
河
に

よ
っ
て
ラ
イ
ン
川
に
漣
結
せ
ら
れ
て
羅
る
。
實
に
是
殴
沸
を
從
貫
す
る
大
崎

通
線
で
あ
り
、
之
の
み
に
蟹
る
も
獅
逸
の
漸
…
溝
が
漁
…
識
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

次
に
第
瓢
編
に
於
て
は
、
「
純
濟
、
貿
易
…
、
財
政
」
と
題
し
、
雪
濁
第
一
編
と

岡
じ
く
バ
ル
カ
ン
の
各
國
を
個
鯛
的
に
親
察
し
て
農
る
。
即
ち
先
づ
土
地
及

び
人
蔭
、
資
源
等
を
統
計
的
に
述
べ
、
更
に
爲
稗
．
管
理
と
外
國
貿
易
、
外
國

資
源
と
投
貸
、
ド
イ
ツ
と
の
闘
係
の
四
七
巨
に
亙
っ
て
夫
々
の
閣
の
現
状
を

簡
明
に
論
明
し
賦
し
て
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
，

　
併
し
蕪
に
注
意
す
べ
き
は
本
書
が
英
國
政
冨
府
4
3
手
に
な
る
事
で
あ
る
。
即

ち
以
上
は
バ
ル
カ
ン
な
る
も
の
を
飽
趨
勢
冠
者
的
立
場
を
と
っ
て
畢
田
野
に
視

察
し
て
鷹
る
に
曝
し
、
以
上
結
論
に
入
り
、
バ
ル
カ
ン
諸
…
國
の
鋤
外
貿
易
、

及
び
其
の
将
野
性
を
述
ぶ
る
に
當
っ
て
は
、
第
ヨ
麟
た
る
の
立
場
は
捨
て
ら

れ
、
褐
山
逓
の
バ
ル
カ
ン
潅
楠
出
に
…
鮒
す
る
抗
謬
晒
に
充
ち
て
聞
儒
る
⇔
顧
．
φ
リ
バ
ル
カ

ン
は
今
や
渡
展
就
一
を
早
る
べ
き
な
る
に
不
狗
、
猫
逸
は
之
を
資
源
の
…
國
と

し
て
溜
め
置
き
、
之
よ
り
向
國
に
不
足
な
る
小
難
、
石
油
等
を
鴛
て
、
内
國

よ
り
は
機
械
、
就
器
等
之
に
供
給
し
、
二
瀬
の
繁
籍
化
に
済
々
残
功
し
つ
L

あ
る
。
之
が
爲
灘
逸
が
バ
ル
カ
ン
資
源
な
世
界
帯
績
以
滋
に
買
烹
げ
、
以
て

覆
る
べ
き
野
相
の
図
鑑
ハ
れ
を
ド
ナ
ウ
の
繋
れ
に
繋
が
ん
と
瑚
議
し
て
継
る
。

（　ssJr　）
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介

第
瓢
十
閥
謹
　
第
㈱
號

…
九
繊

英
國
の
猫
逸
に
駁
す
る
恐
怖
は
實
に
魏
の
黙
に
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
蒋
嚢

は
魏
逸
を
以
て
搬
界
窃
場
の
迷
夢
潔
と
購
び
、
灘
外
貿
易
局
秘
誰
長
ハ
ダ
ソ

　
ソ
氏
の
ド
イ
ツ
に
封
ず
る
威
嚇
的
…
歯
骨
を
借
り
て
結
…
び
と
し
て
陥
る
。

　
要
す
る
に
木
得
ほ
総
側
頭
的
見
解
を
氷
せ
る
鮫
熱
な
し
と
し
な
い
が
、
決

し
て
政
治
的
煮
闘
を
有
す
る
著
作
で
は
な
い
。
そ
れ
は
齋
入
の
有
す
る
判
麟
…

力
を
以
て
綱
…
殺
す
べ
き
で
あ
る
。
唯
バ
ル
カ
ン
諸
…
鰻
に
於
け
る
民
族
学
…
威
に

古
し
て
更
に
熱
い
解
萌
を
艶
む
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
兎
も
角
本
著
は
比
較

的
冷
灘
に
籍
入
の
知
ら
ん
と
す
る
パ
ル
カ
ソ
の
近
況
を
凡
ゆ
る
方
彌
よ
り
湖

察
批
判
し
た
る
貴
重
な
る
交
…
献
と
信
じ
、
　
讃
を
郷
推
め
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
講
各
夙
に
統
計
表
、
堰
國
の
挿
入
せ
ら
れ
て
居
る
事
は
、
吾
人
の
理
解
を

便
な
ら
し
め
て
居
る
。
　
（
葡
版
、
本
丈
二
Q
三
頁
、
閥
表
二
凶
、
地
麟
一
〇

「
葉
、
韓
藍
債
五
能
瓢
拾
鶴
）
〔
内
藤
転
注
〕

移
民
と
環
境

シ
　
ヤ
　
ピ
　
ロ
著

　
太
擬
群
は
ア
メ
リ
カ
総
け
物
館
長
、
　
ハ
ワ
イ
大
鳳
馬
脳
授
兼
コ
η
ン
ビ
ア
大
鳳
磨
識
…

師
、
シ
ヤ
ピ
㍑
の
藷
。
「
移
災
と
環
境
」
特
に
「
ハ
ワ
イ
聞
転
入
移
民
の
贈
…
質

的
徽
表
と
そ
の
子
孫
に
及
ぼ
せ
る
猿
境
の
影
響
」
の
研
究
で
あ
る
。
こ
の
研

究
ほ
ハ
ワ
イ
大
學
援
助
の
下
に
μ
ツ
ク
フ
エ
ラ
ー
墓
金
に
伎
っ
て
な
さ
れ
た

も
の
。
第
一
次
實
地
調
査
は
一
九
蹴
～
年
一
／
3
、
ハ
ワ
イ
諸
島
で
、
第
ご
次

調
帯
は
翌
三
二
年
日
水
内
地
で
智
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
移
民
と
猿
境
な
る
問
題
を
扱
ふ
に
著
漕
は
人
種
縦
的
見
地
よ
り
な
し
た
。

一
般
に
人
類
畢
、
入
種
攣
に
於
い
て
行
は
れ
て
る
る
如
く
、
外
見
的
徴
表
に

撚
確
な
る
灘
竃
を
興
へ
、
そ
の
姥
較
に
俊
っ
て
徴
表
の
縫
化
を
論
…
し
て
み
て

こ
れ
を
一
貫
す
る
竜
の
畿
続
譜
的
灘
珊
矯
あ
る
。
内
議
高
騰
嚢
と
整
災
と
の

聞
に
辮
質
的
微
表
の
漿
．
化
あ
る
こ
と
、
叉
そ
れ
ら
と
移
域
子
孫
と
の
聞
に
も

団
凹
じ
く
礎
化
を
見
る
こ
と
、
等
、
い
つ
れ
・
も
彼
が
第
一
次
、
篤
瓢
画
調
奄
に

於
い
て
蒐
集
し
た
貴
電
な
る
統
計
に
塞
く
嶺
の
で
あ
る
○
こ
の
方
法
の
苺
否

に
就
て
は
第
一
一
章
そ
の
他
に
於
て
論
漣
・
尉
1
5
の
崩
壌
を
冤
る
べ
く
細
…
心
の
注

意
を
挑
っ
て
み
る
4
3
で
あ
．
つ
て
、
今
更
こ
れ
に
就
い
て
云
々
す
る
要
は
あ
．
る

無
い
。

　
こ
の
研
究
よ
り
得
た
結
果
は
縫
本
内
地
染
億
者
と
ハ
ヴ
イ
の
日
本
人
移

民
、
或
は
そ
の
子
一
鎌
と
の
蔵
回
に
鵬
」
質
徽
羽
衣
の
池
紀
墨
．
の
乱
あ
る
こ
と
で
例
へ
ば
予

予
移
民
は
内
地
定
住
鳶
に
比
し
て
電
設
、
四
肢
の
長
さ
、
肩
幅
、
胸
幅
、
頭

高
、
顔
高
、
鼻
長
、
鼻
商
、
等
に
於
い
て
著
し
い
辮
加
を
承
し
、
坐
高
、
胴

商
、
…
胸
の
、
厚
さ
、
鼻
凸
角
、
鼻
幅
、
等
に
於
て
三
三
．
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
女
子
移
民
の
場
倉
に
も
移
民
子
孫
の
場
合
に
屯
愛
噂
す
る
と
こ

ろ
で
、
氣
候
、
食
物
、
そ
の
他
の
複
鷲
多
駿
に
亙
る
入
文
的
、
・
醐
然
的
環
境

の
攣
化
が
こ
の
結
果
を
鷹
ら
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
撫
な
移
民
と
麟
境
の
人
種
纂
的
研
究
は
既
に
ヨ
＋
雲
雨
、
ボ
ァ
ス
氏

に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
　
（
Ω
三
口
α
q
①
ω
貯
び
。
α
間
ぼ
胤
自
警
。
剛

臨
窮
。
Φ
得
票
餌
暮
ω
o
静
岡
ヨ
箏
斜
鴨
鋤
欝
錺
㌦
：
翼
・
メ
6
一
邸
）
こ
れ
に
於
い
野
壷
ほ

ア
メ
リ
カ
爽
…
誘
電
移
民
の
子
孫
が
環
境
の
激
化
に
依
り
瞠
溺
…
及
び
頭
型
指
激
に

腿
化
を
生
じ
て
み
る
こ
と
を
違
べ
た
の
で
あ
る
Q
こ
」
に
始
め
て
こ
の
濁
題

に
曙
先
が
輿
へ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
今
の
シ
ヤ
ピ
ロ
氏
の
研
究
は
更
に
こ

れ
を
一
歩
富
め
た
も
の
と
激
へ
る
。

（85の


